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粒子破砕性に着目した火山性地盤の液状化評価手法の検討
Liquefaction assessment of volcanic soil in terms of particle crushability

研究概要
2018年北海道胆振東部地震では札幌市とその周辺の火山性粗粒土によ

る盛土造成地が被害を受けた。同様の被害は過去の多くの地震でも報告さ

れており、正確な液状化予測と対策は急務である。清田研究室では同密度

な非破砕性試料に対してせん断波速度と液状化強度比は良い相関がある

ことが示されていたが、破砕性を有する地盤では土粒子構造の評価手法や

同様の相関の適用可能性については議論されてこなかった。本研究では複

数の地点から採取された火山性粗粒土における粒子破砕性と土粒子構造

、液状化強度比の関係を議論する。
2018年北海道胆振東部地震による札幌市

美しが丘すみれ公園内での噴砂の様子

過圧密による構造強化と液状化強度との相関
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美しが丘 OCR3-1
ρd = 0.868 (g/cm3) G0 = 22.01 (MPa)

弱い構造：美しが丘 DT-3
ρd = 0.877 (g/cm3) G0 = 17.91 (MPa)
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強い構造：美しが丘 OCR3-1
ρd = 0.868 (g/cm3) G0 = 22.01 (MPa)

乾燥締固め

G0=17.7 (MPa)湿潤締固め

G0=14.3 (MPa)

過圧密
G0=21.1 (MPa)

 同一試料・同一密度においても, 

供試体作成方法(=土粒子構造)

により液状化強度が異なる

 土粒子構造は特に初期の水圧上昇の経路に影響を与える

 初期のサイクルにおいて有効応力の低下のしかたが異なる

Kiyota et al.(2019)に加筆

非破砕性

従来の相関に一致

従来法適用不可
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美しが丘 森町

 森町、美幌の試料は従来の相関に一致したが、美しが丘の試料は従来よりも𝑉𝑉𝑠𝑠に対する𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶の増加が鈍い

 美しが丘の試料は単粒子破砕試験での最大荷重が他の試料の比較して著しく低い→𝑉𝑉𝑠𝑠 − 𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶関係の適用限界

延性的圧壊
圧縮性高

脆性的割裂
圧縮性低
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